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学力向上に向けて！（前期まとめの時期）   

 子どもたちは、登校してから下校するまでの間、各学年に応じて 5 時間から 6 時
間の授業を行います。全ての教科で学んだことは、子どもたちがやがて社会人とし
て自立するための基礎となるものです。昨年度より、市教育委員会より「学習指導」
の研究指定校を受け、全職員一丸となって日々の授業改善を図り、児童の学力向上
を目指しています。今月は、授業力向上を図るために担任同士がお互いの授業を見
合い、それぞれの気づきを高め、実践力を磨く取組をしています。また、１７日（水）
には、市教委の先生たちをお招きし、第３回目となる指導訪問（授業研究会）を行
い、学習指導等のアドバイスをいただく予定です。今後も東っ子が「できた！分か
った！もっとやってみたい！」と思えるような授業を目指すとともに、東っ子がこ
れからの社会を力強く切り開いていくことができるように、教職員一同自らの授業
力向上を図っていきたいと思っています。  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びの習慣化を目指して！   

 東っ子が夢や目標を実現し、今後の社会を自立して力強
く生きていくためには、望ましい生活習慣や学習習慣を身

に付けることが重要です。習慣化を図ることで学習の基礎基本も確実に定着させる
ことができると思います。そこで、私は学校と家庭との連携が不可欠であると考え
ています。今年度の学力テストの質問事項の結果を見ますと、本校はテレビ・スマ
ホ視聴の時間が県平均より上回っていることが分かります。日常生活で「テレビや
ゲーム、スマートフォン等でのＳＮＳや動画視聴など」に触れることは致し方ない
ですが、ぜひご家庭でメディア等に触れる限度の時間の目安を決める等、十分な学
習時間や睡眠時間を確保してほしいと思います。ぜひ、学校からの通知「家庭学習
のてびき」を参考にされ、自ら学ぶ習慣を身に付けることができるようにお子さん
への励ましの声掛け等をお願いできればと思います。  

http://inubushie-e.edumap.jp/


  読書習慣の定着を！！   

 ９月９日現時点の図書の貸し出し数
は、「２９６２冊」となっています。今年度、「目指
せ！１００００冊！」を設定し、目標の約３割を達成
しているところです。読書で子どもたちが得られるものは、新たな知識や情報、豊
かな表現・言葉を始めとし多く存在します。私は、全ての学びの基盤となるもので、
東っ子の健やかな成長に必要な活動であると考えています。今月末には、第２弾「図
書リレー」を開催する予定です。前回は、「赤組」が勝利しました。今回はどうで
しょうか！ 9 月に入り、少しずつですが過ごしやすい天候になってきました。ぜひ、
寝る前、夕食後、休みの日の朝食後等に、時間や曜日を決め、家族で読書をする時
間を設けてみてはいかがでしょうか。子どもの読書習慣は日常生活を通して作られ
ます。家庭での読書活動が習慣化するようにお子さんへの声掛け等よろしくお願い
します。  
 

消防署見学に行って来ました！（3 年生）  

 3 年生は、９月８日（月）にスクールバスを利用して佐野
消防署に行って来ました。子どもたちは、見学を通して火
災から安全を守る働きについてしっかり学ぶことができま
した。特に、消防署内の施設や車両・器具等の着装、消防
士の訓練の様子などを実際に見て、常日頃から緊急時の備
えがとても重要であることを理解しました。そして、消防
署の方々が自分たちの安全な生活を支えているために、い

かに多くの工夫や努力をしていることを実感したようです。  
 

 

4 年生が県庁・益子に行って来ました！   

 ４年生は、９月１２日（金）に益子・宇都宮方面へ遠足に行って来ました。午前
中は県庁の見学です。子どもたちは県庁の広さ・大きさに圧倒されたようです。県
庁では、自分たちが豊かで安全安心な暮らしができるように、知事を中心に担当す
る部や局に分かれて、教育や福祉、環境等たくさんの仕事に取り組んでいることを
学びました。昼食は、県庁の１５階展望ロビーでとりました。一面がガラス張りの
広々とした空間からの眺めがすばらしく、当日は曇天模様でしたが何とか関東平野
を一望することができました。  
 午後は益子に移動し、益子焼絵付け体験を行いました。時間の関係で実際に陶芸
体験はできませんでしたが、素焼きした後の皿にオリジナルの絵を描くことで世界
に一つだけの貴重な作品を作りました。この後窯元で本焼きを行い、学校に送られ
る予定です。子どもたちは、どんな皿に仕上がるのかとても楽しみにしていました。 
 


